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カ ツ オ （鰹）
Skipjack　Tuna

，
　Bonito

　 カ ツ オ （KatsuwonUS ρ el α mts ）

は サ バ 科 （Scombridae ） の 魚 で 、ホ

ン ガ ツ オ
、

マ ガ ツ オ と も呼ばれ る 。 北

海道以南、イ ン ド太平洋か ら大 西 洋 に

広 く分布す る中型 の 回 滋 魚 で、重 要 な

食用魚 と して 世界巾の 海か ら漁獲 され

て い る 。

　 わ が 国で は最 占の 文献 「占事記 」 に

も登場するが、カ ツ オ の 語源 は
“as魚”

（かた うお） で、カ ッ オ は血液 が多 く

腐 りや す い の で、昔 は 煮て 乾燥 させ て

保存 した こ とに 山来す る 。 肉は鮮や か

な紅色 で、そ の 上
“
イ ノ シ ン 醗 を豊

富 に含 む の で 味もよ く、平安 の 昔 か ら

貢献品や儀式用食品と して珍重 され て

きた。 また 、 戦国時代 に は
“
勝魚

”
と

して 縁起 を か つ ぎ、武士 た ち は好 ん で

カ ッ オ を賞味 した。今 日見 られ る
“
カ

ツ オ節
”

は ， 1674年 （江戸時代） に

紀州 の 漁夫、甚太郎が 発 明 した もの で

あ る 。

　世界中の 暖海 に 生息 し 、 海流 に乗 っ

て 大回游 す る 。 体は 1m 未満の 紡錘 形

で 吻 は とが り、 尾 の 付け根 は細 くな る 。

鰭は強靭で あ る が 、 そ れ ほ ど大 き くな

い 。 眼 は 大 き い 。 鱗 は退 化 し、 胸部 と

側線の 一部以外に は な い
。 生き て い る

と き に は 、 カ ツ オ特有の 縦じま は な く、

死 ん だ あ とに 現れ る。赤道付近 の 熱帯

海域 で 7 〜8 月こ ろ に 産卵す る。 1回

の 産卵数 は ユ0〜200万粒 で、直径 1 

く ら い の 卵 は表面を漂 い な が ら 2〜4

口後 に 孵化す る 。 仔魚は大きな 頭と 口 、

そ して 歯をもっ 。

　 わ が 国 に 回 游す る カ ッ オ に は 2系統

が あ る 。 ひ とつ は フ ィ リ ピ ン 東方海上

で黒潮 に乗り沖縄付近を通 っ て 2月末

に は 九 州 南 方 海 域、 3月末 に は四 国 や

紀州沖 、 5〜 6月に は伊互 ・房総沖、

9 月に は 金華山 ・三 陸沖 に 達 し、 10

月 に は南下 を始 め る、い わ ゆ る
“
黒 潮

系
”

で 、 も うひ とつ は 、 ミ ク ロ ネ シ ァ

海域 か ら小笠原海域を北上 して 3月下

旬 に 伊豆 諸島に 近 づ き、 さ らに 北上 し

て 北海道南部 に 達 し、 秋 に はふ た た び

南下 し て 小笠 原諸島付近 で 越冬す る

“
小笠 原系

”
の カ ッ オ で あ る 。 黒 潮 の

潮目に は動物プ ラ ン ク ト ン が豊富に発

生 し、 そ れ を求め て イ ワ シ や サ バ
、 ア

▼ 市場に並べ られ た カ ッ オ （タ ヒ チ島パ ペ エ テ ）

ジ な ど の 小魚 が 無数 に集ま るの で 、
カ

ツ オ の 人群は そ れ を ね ら っ て
“
索餌回

游
’
をす る。晴天 に は深 く、曇天 の 日

に は 表層 を泳 ぐ。よ く発達 した 筋肉を

交互 に 収縮させ て推力を起 こ し、 同時

に尾 で 水を強 く叩 い て 前進す る 。 2枚

の 背 び れ は舵 の 役 目を果 た す。ま た、

皮膚か ら粘液を分泌 して水との 摩擦を

少な く し、 時速 50  く らい の猛 ス ピー

ドで 泳 ぐ。こ れ は カ ジ キ ・マ グ ロ に 次

ぐ第 3位 の 速 さ で、そ の 結果、体温 は

海水温度よ り も5 〜6度 は高くな る 。

カ ツ オ は牛肉 の 3倍 の カ ロ リ
ー

を もつ

“
ス タ ミナ食品

”
と言わ れ る所以 で あ

る 。 ま た、銀色 に輝 く皮 に は ア ミノ酸

の
一

種
“
リジ ン

”
を豊富に含 み 、 古 く

か ら有効な精力剤 と して利用 され て き

た 。 皮付の い わ ゆ る
“

銀皮っ く り
”

や

“
叩 き

”
は こ の よ うな こ と か ら作られ

る 。

　イ ワ シ 類を餌と して、も っ ぱ ら
一

本

釣 りで 漁獲 さ れ る。1978〜81 年 に は

43 の 国 々 に よ っ て 14 の 漁場 か らカ ツ

オ は漁獲され、年聞 70〜80万Lの 漁獲

高を記 録 した。そ の ほ ぼ 半数 は 日本漁

船に よ っ て 漁獲 さ れて い る。韓国 ・米

国が こ れ に次 ぐ。 年 間 1万 t以上水揚

げは、太平洋諸 島で は パ プ ア ニ ュ
ーギ

ニ ア と ソ ロ モ ン諸島で 行 な わ れ る 。 太

平洋諸島各地 で は、近海産 の カ ッ オ は

土地 の 漁師 に よ っ て 、釣 りに よ っ て 漁

獲 さ れ 市場 に 出荷 さ れ る 。 今 日で は刺

身 に して 食 べ る風習 は オ セ ア ニ ア の 各

島々 に も広まり、醤油と わ さび は 日本

か ら輸入 され て い る 。 しか し 、
い っ ぱ

ん に は 、 そ の まま焼 い て 食べ る こ と が

多 い 。
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